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1.研究の要約
自転車で登下校している際、石を踏んでその石が跳ねて、ガードレールに当たっ

た。その現象を石跳ねと名づけ実験を行った。石跳ねを起こすことのできる装置を
作製した。再現性を上げるために石の代わりに正二十面体のさいころを、自転車の
タイヤの代わりに手押し車のタイヤを回転させて実験を行った。この実験で、タイヤ
内部の空気圧、タイヤの幅の中心からの距離、さいころのタイヤとの接触部分など
の条件が見つかった。これらの条件がこの現象に影響を与えると分かった。

2.研究動機と目的
自転車で登下校している際、石を踏んでその石が跳ねて、ガードレールに当たっ

た。この現象を石跳ねと名付け、石跳ねの発生率に影響を与える要因に興味を
持った。本研究では石跳ねの発生率を上げるための条件を明らかにし、石跳ねの
発生によって起きる、交通事故を抑止することを目的としている。

３．方法
３－１ 材料
・手押し車のタイヤの半径１８㎝、幅８㎝
・地面の土台（横９１㎝縦９、０㎝の木材にコンクリートを流し込み、反対側に
幅１、３㎝溝を２本掘る）

・正二十面体のコンクリートに見立てたいころ 半径 一辺13ｍｍ
・ボルト４本
・空気圧計（エアゲージ ピットＢＫ 6781）
・キャスターを２４個
・１０㎜ドリル（モデル６０１０N）
・スピードメータ
・木材

＊各材料を用いた理由
・手押し車のタイヤを用いたのは、タイヤの幅の中心からの距離が自転車よりも測りやすいため
・コンクリートの土台を用いたのは、実際の地面の摩擦力を再現するため
・正二十面体のさいころを用いたのは、実験の効率を上げ、土台から落下するのを防ぎ、再現
性を上げるため

・スピードメータを用いたのは速度を一定にするため
・ボルトを用いたのは、コンクリートにかかるタイヤからの圧力を一定にするため
・キャスターを用いたのは、コンクリートが動く際に進行方向にぶれずに進むようにするため
・ドリルを用いたのは、タイヤの回転数を一定にするため

上記の材料を用意し、実際の石跳ねを再現した
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